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 先端に丸味を有する円錐圧子を用いた微小押込み試験による材料特性評価法

Evaluation Method of Material Characteristics 
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なお法鳴遠性2ヨ．る℃であ志
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ヨ．i荷蓋二密法線長

軸2ほ押出み結の帯遠伴性法線薗の練達園習裕志二の
測定縁遠から圧澤の押込裕豊壌と除荷長流は親愛萎れ志　し
かし圧子と試験片の接触時には庄子保持軸に弾性変形が生じ

るた流　それを者達に入れる海草がある。国中の細線法楽倫
によって得られたデータの荷重鵬蛮性繚図である。実線はそ
の弾性変形量産を考慮に入れ、補正した後の線囲である

3．ユ　ヤング率井出式
ロックウェルダイヤモンド円錐圧子は先端から加ユ岬l

の位置までは，半径江195mmの球であるため円錐の理論
が適用できない．そのため押込み量加．ユドmまでは石橋ら
の提案している球圧子のヤング率井出理論式（コ）・r－埠用い．
それ以降は、球理論および円錐理論を用いて算出した

（l）球圧子の理論

定率簡小池驚避ヰ
・‥（＝

（ユ輝想的な円錐圧子の理論

余綿満願岸廉転結衝（聾掛廟∃
日

照

訂

1．緯音
車研究室ではこれまでに，荒野らによる理想的な円盤藍子
爵ヤンぎ中華出理法武川を提案してき転この理法れ塵A
に閲し大荷重域で有用性が確認されているが．撒小荷重域に
おける検討は十分でない．
そこで本研究では事微小荷重域における理論の有用性を検
討すると共に、高分子材料等の非金尾を含んだ幅広い材料範
囲にも適用可能であるか検討した　併せて，高分子材料の算
出ヤング率に対するひずみ速度依存性の考察も行った・

望．実験
21微小硬さ試験機および圧千

本研究では．Flglに示すような本研究室で設計・開発し
た縦型さ車種き試験法DⅥ堤〇朗を用いて薬療を待った－
本試験榛は．変位測定装置としてユつのリニアセンサ．
荷重測定装置としてロ岬ドセルを取り付けてあり．これら
から得られるデ【タを∧／l〕ボードを介してコンピュータに
取り込む仕組みになっている＿　圧子には．庄子先端角

鈷㌔購Ⅶ∴　流儀寧鐘勇払轍1粥m粗球部分の高さ
毎＝附）26ヱmm．トランケーション丁、亡・。′，＝003（）ヨローmのロッ

クウェルダイヤモンド円錐圧子を用いた。

22　観測掃および謎轟条件
試験片としては，lIV50n（、SKS3）．ガラスのK7）．高分子材
料のポリカーボネイトrPC）およびア
クリル（AC）を用いた．
試験荷重は．l．9gN．4．90N．7．糾N
のヨ段階を用い，各5回ずつ試験を
行った　また，高分子材料の算出ヤ
ング率に封す各試験速度由相違由影
響を検討するため，軽正絹試験片を
試壊したと善の押込み遠慮印l

nlI山s）を基準として，その10倍の速
度（lmm／s）とl／10倍の速度（00l
mmノs）でも　5回ずつ試験を行った。
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